
｢航空従事者技能証明等に関する事務処理要領｣の一部改正案 新旧対照表 

1 

改 正 後 改 正 前 

Ⅰ・Ⅱ （略） Ⅰ・Ⅱ （略） 

  

Ⅲ 申請書類 技能証明申請 Ⅲ 申請書類 技能証明申請 

技能証明申請書類・学科試験及び実地試験の両方を受験する場合 技能証明申請書類・学科試験及び実地試験の両方を受験する場合 

（略） （略） 

１．学科試験及び実地試験の両方を受験する必要がある者 １．学科試験及び実地試験の両方を受験する必要がある者 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

10 申請書類 22 10 申請書類 20 

(3) 実地試験受験申込時 (3) 実地試験受験申込時 

(ｱ)・(ｲ) （略） 

(ｳ) 航空経歴書 ----------------------------------------------------１通 

操縦士、航空機関士及び航空士の場合は、飛行日誌(Log-book)の最新の飛行

時間50時間以上（自家用操縦士においては40時間以上、上級滑空機について

は30回以上の滑空、動力滑空機については15時間以上の飛行時間）を含む部

分のコピーを添付すること。なお、定期運送用操縦士（飛行機）の場合は、要

領様式第22号の２による確認書の提出をもって、飛行経歴の区分の記載を省略

することができる。 

整備士の場合で実地試験の受験希望月に学科試験の合格通知日から２年を超

える可能性がある者は、規則第48条に示す必要な整備の経験を記載すること。 

(ｴ)～(ｷ) （略） 

(ｱ)・(ｲ) （略） 

(ｳ) 航空経歴書 ----------------------------------------------------１通 

操縦士、航空機関士及び航空士の場合は、飛行日誌(Log-book)の最新の飛行

時間50時間以上（自家用操縦士においては40時間以上、上級滑空機について

は30回以上の滑空、動力滑空機については15時間以上の飛行時間）を含む部

分のコピーを添付すること。 

整備士の場合で実地試験の受験希望月に学科試験の合格通知日から２年を超

える可能性がある者は、規則第48条に示す必要な整備の経験を記載すること。 

 

 

 

(ｴ) ～(ｷ) （略） 

(4)  （略） (4)  （略） 

  

Ⅴ～XV （略） Ⅴ～XV （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｢航空従事者技能証明等に関する事務処理要領｣の一部改正案 新旧対照表 

2 

改 正 後 改 正 前 

要領様式22の2 

 

（新設） 

改 正 表 改 正 表 

番号 文書番号 改正年月日 概 要 備 考 

(略) (略) (略) (略) (略) 

22 航空安政第○号 令和８年○月○日 

定期運送用操縦士（飛行機）の技能証明

申請に係る飛行経歴の確認方法の合理化

に伴う改訂 

令和８年○月 

○日から適用 
 

 

番号 文書番号 改正年月日 概 要 備 考 

(略) (略) (略) (略) (略) 

(新設) (新設) (新設) (新設) (新設) 
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